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行こうよ！　公庫

革新に挑む大学発ベンチャー
その挑戦は、私たちの未来を大きく変える
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日本政策金融公庫 国民生活事業では、全国 152 支店のネットワー
クを活かし、全国 ６ヵ所（札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、福岡）
に設置している「ビジネスサポートプラザ」および全支店に設置し
ている「創業サポートデスク」において、ベンチャー企業の皆さま
からのご相談をお受けしております。

来たれ、未来への挑戦者

INNOVATORS

国民生活事業

革新に挑む大学発ベンチャー
その挑戦は、
私たちの未来を大きく変える



INNOVATORS

量子力学を基盤とした革新的なDNAシークエンサーの開発

ライフサイエンスを変える
革新的なＤＮＡシークエンサー
●株式会社 クオンタムバイオシステムズ

太陽電池、電子機器の配線・電極を形成する銅ペースト／バリアの開発・製造

Ag→Cu
エネルギーに変革を起こす
●株式会社 マテリアル・コンセプト

超小型衛星の設計、製造／超小型衛星が取得したデータに関する事業

超小型衛星による
新時代の情報インフラ
●株式会社 アクセルスペース

iPS細胞由来の心筋細胞による心毒性（心臓への副作用）検査システムの開発

iPS由来の心筋細胞が
医療や創薬の世界を変える
●株式会社 マイオリッジ
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日本政策金融公庫では、シード・アーリーステージの段
階からベンチャー企業の皆さまを資金面でサポートし、
日本経済の持続的な成長につなげていきたいと考えてい
ます。創業企業向けの「新規開業ローン」に加え、ベン
チャー企業の方向けには「挑戦支援資本強化特例制度（資
本性ローン）」をお取り扱いしています。

資本性ローンは、創業・新事業の取り組みに必要な安定資金
の確保と同時に、財務体質の強化を図ることができる融資制
度です。本制度の特長は、「無担保・無保証人」、「５年１ヵ月
以上15年以内の期限一括返済」、「業績に応じた金利設定」
といった点にあります。また、本制度による借入金は金融検
査上自己資本と見なされるなど、ベンチャー企業などが利用
しやすい制度設計になっています。

♦ 挑戦支援資本強化特例制度（資本性ローン）とは

INNOVATORS【大学発ベンチャー創業事例集】

「大学発ベンチャー」４社の挑戦ストーリー
最先端の「知」が集積する大学。その研究成果の事業化に取り組む大学発ベンチャーは、イノベ
ーションを牽引する存在として注目を浴びている。今やその担い手は、年齢、性別、バックグラウ
ンドも多岐にわたる。多様性に富んだ大学発ベンチャーの挑戦は、多くの可能性を秘めている。



情
熱
と
実
現
可
能
性
を

同
時
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

● Time Line ●

01
１辺27㎝、重さ10㎏の超小型
衛星。小さな工夫を積み重ねて、
製造期間とコストの大幅な削減
に成功！

宇宙を普通の場所に！

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

中村 友哉氏 
♦株式会社
　アクセルスペース
　代表取締役

千代田区にあるオフィスビル。その一角に設
けたクリーンルームで衛星を製作

VISION

大型衛星の100分の１のコストで超小型衛星の開発に成功
衛星画像を独自に分析・活用し、新しい情報インフラをつくる

株式会社 アクセルスペース東京大学

Company Info
株式会社 アクセルスペース
所在地：東京都千代田区／創業年月：2008年８月　◎URL：https://www.axelspace.com/

は
や
夢
物
語
で
は
な
い
と

い
わ
れ
る
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
。

日
本
で
も
成
長
が
期
待
さ
れ
る
産
業

の
一
つ
で
あ
り
、経
団
連
は
２
０
３
０

年
ま
で
に
20
兆
円
規
模
に
育
て
た
い

と
提
言
し
て
い
る
。そ
ん
な
宇
宙
ビ
ジ

ネ
ス
の
分
野
で
奮
闘
し
て
い
る
の
が
、

株
式
会
社
ア
ク
セ
ル
ス
ペ
ー
ス
だ
。

　
一
般
的
な
大
型
衛
星
は
開
発
期
間

が
５
〜
10
年
、費
用
は
数
百
億
円
、重

さ
も
数
ト
ン
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、同
社
の
超
小
型
衛
星
は
、開

発
期
間
２
年
程
度
、重
さ
１
０
０
㎏
以

下
で
費
用
は
数
億
円
ほ
ど
で
あ
る
。顧

客
ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
た
最
適
な
設

計
開
発
に
よ
り
、ユ
ー
ザ
ー
が
「
自
社

専
用
の
衛
星
を
持
つ
」
こ
と
を
低
コ

ス
ト
で
実
現
し
た
。

　
創
業
者
で
あ
る
中
村
友
哉
社
長
は
、

東
京
大
学
工
学
部
で
超
小
型
衛
星
の

開
発
に
携
わ
り
、２
０
０
３
年
、東
京

工
業
大
学
の
仲
間
と
と
も
に
超
小
型

衛
星
の
打
ち
上
げ
に
成
功
。そ
の
後
、

大
学
院
で
航
空
宇
宙
工
学
の
研
究
を

続
け
、修
了
後
に
創
業
を
決
意
し
た
。

「
私
た
ち
の
超
小
型
衛
星
が
、
学
術
の

世
界
だ
け
で
な
く
、
実
用
の
世
界
で

人
や
社
会
の
役
に
立
つ
こ
と
を
証
明

し
た
か
っ
た
。
当
時
そ
れ
を
で
き
る

会
社
が
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
で
会

社
を
設
立
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」

「
衛
星
開
発
に
か
け
て
は
６
年
以
上
の

経
験
が
あ
る
の
で
、
技
術
面
で
の
不

安
は
そ
れ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

受
注
の
目
処
が
立
っ
た
ら
創
業
し
よ

う
と
、
会
社
立
ち
上
げ
前
か
ら
営
業

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

当
時
は
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
市
場
そ
の

も
の
が
な
く
て
、
企
業
側
が
衛
星
を

ど
う
使
え
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、

な
か
な
か
受
注
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
あ
き
ら
め
か
け
た
時
に
、
株
式

会
社
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
と
出
会
い
、

海
氷
情
報
を
提
供
す
る
衛
星
の
開
発

に
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
て
、
創
業
に
踏

み
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
世
界
最
大
の
民
間
気
象
情
報
会
社

と
の
協
働
は
、一
緒
に
新
し
い
価
値
を

つ
く
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
だ
け
で

な
く
、技
術
者
の
み
で
始
ま
っ
た
同
社

に
と
っ
て
は
、経
営
者
と
し
て
持
つ
べ

き
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
は
ど
ん
な
も

の
か
を
直
接
学
ぶ
絶
好
の
機
会
に
も

な
っ
た
。そ
こ
で
得
た
知
見
が
、今
に

活
か
さ
れ
て
い
る
。

「
受
注
の
中
心
は
、衛
星
の
開
発
・
製

造
で
す
の
で
、入
金
に
大
き
な
変
動
が

あ
り
ま
す
。キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
面
で

不
安
が
あ
っ
た
た
め
、日
本
公
庫
の
資

本
性
ロ
ー
ン
を
開
発
費
の
つ
な
ぎ
資
金

と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。そ
れ
が
信
用

に
つ
な
が
っ
て
、他
の
金
融
機
関
か
ら

も
資
金
調
達
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」

　
そ
の
後
、大
型
の
資
金
調
達
や
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
か
ら
の
衛
星
受
注
な
ど
が
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

創
業
当
初
は
課
題
だ
っ
た
従
業
員
の
雇

用
に
つ
い
て
も
、知
名
度
が
上
が
る
に

つ
れ
、国
内
外
か
ら
優
秀
な
人
材
を
集

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
同
社
は
、超
小
型
衛
星
の
受
託
開
発

に
加
え
、も
う
一
つ
の
事
業
軸
と
し

て
、超
小
型
衛
星
に
よ
る
地
球
の
観
測

画
像
を
分
析
・
活
用
す
る
「
ア
ク
セ

ル
グ
ロ
ー
ブ
」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
動
し
た
。同
社
の
新
型
衛
星

「
グ
ル
ー
ス
」
を
２
０
１
７
年
に
３
機

打
ち
上
げ
る
こ
と
を
皮
切
り
に
、２
０

２
２
年
ま
で
に
50
機
打
ち
上
げ
、全
世

界
を
毎
日
撮
影
す
る
こ
と
の
で
き
る

宙
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
と
、

壮
大
な
ロ
マ
ン
の
世
界
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
そ
れ
だ

け
に
、
日
本
で
は
ま
だ
リ
ア
ル
な

投
資
に
結
び
つ
き
づ
ら
い
の
が
実

情
で
す
。
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

場
合
は
、
先
端
的
な
分
野
で
の
事

業
が
多
い
の
で
同
様
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。営
業
先
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル
な
ど
へ
は
、
と
に
か
く
自

分
た
ち
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
、

そ
し
て
必
ず
フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス

タ
デ
ィ
を
し
っ
か
り
固
め
て
お
く

こ
と
で
す
。
夢
を
実
現
す
る
意
志

を
伝
え
な
が
ら
客
観
的
な
実
現
可

能
性
も
示
す
。
こ
の
両
面
が
相
手

を
納
得
さ
せ
る
コ
ツ
で
す
。

　創
業
当
初
は
、
取
引
先
や
従
業

員
の
確
保
な
ど
に
も
苦
労
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
が
繋
い
で

く
れ
る
縁
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
積
極
的
に
人
に
会
い
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
い
て
語
る
姿
勢
も
と
て

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

宇

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
る
予
定
だ
。

「
衛
星
か
ら
見
え
る
画
像
や
情
報
を
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
農
業
や
林

業
の
管
理
や
効
率
化
、
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
や
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の
大
規
模
イ
ン

フ
ラ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
、
様
々

な
業
種
で
活
用
で
き
ま
す
。
情
報
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
イ
ン
フ
ラ

を
整
え
る
こ
と
で
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス

が
さ
ら
に
活
性
化
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
」

　
事
業
領
域
が
一
気
に
広
が
り
、顧
客

か
ら
の
引
き
合
い
も
増
加
中
だ
と
い

う
。社
内
体
制
も
、宇
宙
機
設
計
部
門

と
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
部
門
の
二
体

制
に
拡
充
し
た
。

「
宇
宙
を
夢
で
は
な
い
場
所
に
す
る
の

が
、私
の
夢
。宇
宙
を
当
た
り
前
の
場

所
と
し
て
、身
近
に
感
じ
ら
れ
る
世
界

に
す
る
こ
と
が
、究
極
的
な
私
た
ち
の

ゴ
ー
ル
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

●事業内容
超小型衛星の設計、製造
超小型衛星が取得したデータに関する事業

〉〉〉

これから創業を目指す方へ

message

左：４～５人のチームが
約２年で開発するため、
低コストを実現できた
右：超小型衛星の撮影に
よる富士山の観測画像

超小型衛星による
新時代の情報インフラ

大
学
で
の
実
績
を

社
会
に
役
立
て
た
い

創
業
の
経
緯

規
格
外
の
小
型
・

低
コ
ス
ト
を
実
現

事
業
の
特
徴

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

会
社
経
営
の
姿
勢
を
学
ぶ

事
業
に
お
け
る
課
題
と
克
服

融
資
が
信
用
と
な
り

資
金
調
達
が
ス
ム
ー
ズ
に

融
資
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

宇
宙
を

「
当
た
り
前
」の
世
界
に

今
後
の
展
望

大学時代に開発した超小型衛星を
実用化するために創業

株 式 会 社 ウ ェ ザ ー
ニューズと超小型衛星
「WINISAT-1」の契約
締結

株式会社 アクセルス
ペース設立

2008 年８月

シードラウンドにおいて
総額3,000万円を調達

2014 年３月

ビジネス実証用超小型
衛星「ほどよし１号機」
を打ち上げ

2014 年 11 月

AxelGlobe計画（超小
型衛星群による地球観
測画像データ事業）へ
の参入を表明

12 月

産総研との衛星画像の
画像処理に関する共同
研究契約締結

2017 年１月

日本公庫の資本性ロー
ン2,000万円を利用

2013 年３月

世界初の民間商用小型
衛星「WINISAT-1」を
打ち上げ

11 月

ウェザーニューズ向け
超小型衛星「WINISAT
-1R」プロジェクト開
始を発表

５月

JAXAとの革新的衛星
技術実証プログラム小
型実証衛星１号機に関
する契約締結

2016 年８月

シリーズＡ投資ラウン
ドにおいて総額約19
億円を調達

2015 年９月

INNOVATORS

INNOVATORS【大学発ベンチャー創業事例集】

も



ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で

● Time Line ●

           iPS由来の心筋細胞で、自由に
研究ができる社会インフラにしたい！

VISION

02

静かな環境で細胞培養の実
験にふさわしい生産開発科
学研究所にラボを設置

写真右から：
代表取締役・CEOの
牧田直大氏、技術顧
問の南一成氏、CTO
の末田伸一氏

低分子化合物でiPS細胞を培養。
成熟した細胞を、低コストで安定
的に作ることができる

●
●

●
●

●

●
●

●

南 一成氏 
♦株式会社
　マイオリッジ
　技術顧問

●●

導入したばかりの新しい機器。大学
の技術員たちは、社員として同社に
移り、引き続きサポートしている

約１万点のライブラリーから発見した化合物がiPS細胞を心筋細胞に変化させる
その技術によって描かれる再生医療や創薬の未来とは

Company Info
株式会社 マイオリッジ
所在地：京都市左京区／創業年月：2016年８月　◎URL：http://myoridge.co.jp/

史
と
伝
統
を
感
じ
さ
せ
る

生
産
開
発
科
学
研
究
所
の

ワ
ン
フ
ロ
ア
に
、
到
着
し
た
ば
か
り

の
最
先
端
の
機
器
。
２
０
１
６
年
８

月
に
設
立
し
た
株
式
会
社
マ
イ
オ

リ
ッ
ジ
の
ラ
ボ
は
、そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
10
年
前
か
ら
京
都
大
学
で
幹
細
胞
生

物
学
を
研
究
し
て
い
た
南
一
成
博
士

は
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
心
筋
細
胞
を
分

化
誘
導
す
る
た
め
の
培
地
を
低
分
子
化

合
物
で
の
み
開
発
す
る
こ
と
に
成
功
。

「
山
中
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
以

来
、幹
細
胞
に
興
味
を
抱
く
人
が
増
え

ま
し
た
。ぜ
ひ
医
療
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
い
う
応
援
の
声
が
多
く
、研
究
成

果
を
世
の
中
に
役
立
て
る
べ
く
、
創

業
を
決
意
し
ま
し
た
」（
南
氏
）

　
実
験
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
京
都

大
学
大
学
院
生
・
牧
田
直
大
氏
が
Ｃ

Ｅ
Ｏ
に
。
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研

究
所
に
所
属
す
る
、
腎
臓
専
門
医
の

末
田
伸
一
氏
が
Ｃ
Ｔ
Ｏ
、
南
氏
が
技

術
顧
問
と
な
り
、
同
社
は
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　
従
来
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
培
養
は
、血
清

や
サ
イ
ト
カ
イ
ン
な
ど
の
タ
ン
パ
ク

質
を
大
量
に
使
う
。劣
化
な
ど
の
性
質

変
化
に
よ
る
不
安
定
性
や
感
染
症
の

リ
ス
ク
、高
コ
ス
ト
な
ど
の
理
由
か
ら
、

実
用
化
へ
の
道
の
り
は
遠
か
っ
た
。

「
当
社
の
場
合
は
タ
ン
パ
ク
質
で
は
な

く
人
工
化
合
物
の
み
を
使
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、①
低
コ
ス
ト 

②
安
定
生

産 

③
細
胞
と
し
て
の
成
熟
度
と
い
う

３
つ
の
優
位
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
独
自
の
凍
結
解
凍
法
も
開
発
し
、

生
存
率
の
高
い
心
筋
細
胞
を
提
供
で

き
ま
す
」（
末
田
氏
）

　
現
在
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
、二
つ
の
分

野
で
実
用
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

心
不
全
や
腎
不
全
の
治
療
を
可
能
と

す
る「
再
生
医
療
」。そ
し
て
、治
療
効

果
の
高
い
薬
剤
の
開
発
や
副
作
用
の

検
出
を
目
的
と
し
た「
創
薬
支
援
」だ
。

　
心
臓
へ
の
副
作
用
検
査
も
し
か
り
。

同
社
の「
ｉ
Ｐ
Ｓ
由
来
の
心
筋
細
胞
の

心
毒
性
検
出
シ
ス
テ
ム
」は
、世
界
中

の
競
合
と
し
の
ぎ
を
削
り
な
が
ら
、日

進
月
歩
、開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

「
ま
ず
は
、ど
う
事
業
化
す
れ
ば
い
い

の
か
、知
識
が
な
い
の
で
悩
み
ま
し

た
。加
え
て
、ラ
ボ
に
適
し
た
事
務
所

を
探
す
の
に
も
苦
労
し
ま
し
た
。私

の
場
合
は
、自
分
の
や
り
た
い
こ
と

を
い
ろ
い
ろ
な
人
に
話
し
て
い
た
た

め
、思
い
に
共
感
し
た
方
々
が
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
ま
し
た
」（
南
氏
）

　
さ
ら
に
、ｉ
Ｐ
Ｓ
由
来
の
心
筋
細
胞

を
製
品
化
す
る
た
め
に
は
、
い
く
つ

か
課
題
が
あ
っ
た
と
い
う
。

「
安
定
・
大
量
生
産
は
大
き
な
課
題
。生

産
技
術
を
何
度
も
再
現
し
て
、大
量
生

産
化
に
向
け
た
態
勢
を
整
え
ま
し
た
。

ま
た
、特
許
出
願
中
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
由
来
心

筋
細
胞
の
凍
結
解
凍
法
で
す
が
、い
か

に
細
胞
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
押
さ
え
安

定
的
に
凍
結
解
凍
で
き
る
か
、今
も
改

良
を
重
ね
て
い
ま
す
」（
牧
田
氏
）

　
創
業
当
初
、同
社
は
周
囲
の
す
す
め

も
あ
り
、日
本
公
庫
の
創
業
融
資
を
利

用
。ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
に
つ
き
も
の
の

様
々
な
経
費―

ラ

ボ
の
賃
貸
契
約
料
、生
産
設
備
費
、特

許
料
、出
張
費
な
ど
を
賄
っ
て
き
た
。

「
日
本
公
庫
の
担
当
者
と
何
度
も
打
ち

合
わ
せ
を
し
て
、事
業
計
画
書
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
は
、会
社

運
営
の
経
験
が
初
め
て
で
あ
る
私
た
ち

に
と
っ
て
重
要
な
経
験
で
し
た
。ま
た
、

特
許
の
権
利
化
や
モ
ノ
が
作
れ
る
状
態

に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
会
社
に
対

す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
な
ど
の

評
価
が
変
わ
る
た
め
、そ
の
後
の
資
金

調
達
の
交
渉
の
場
に
立
つ
た
め
に
も
、

融
資
が
役
立
ち
ま
し
た
」（
牧
田
氏
）

　
再
生
医
療
や
創
薬
支
援
の
現
場
で
、

大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
由
来

の
心
筋
細
胞
。同
社
は
、国
家
レ
ベ
ル

の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
も
視

の
10
年
来
の
研
究
成
果
が
、

実
際
に
社
会
の
役
に
立
つ

の
は
望
外
の
喜
び
で
す
。
イ
ノ

ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
発
想
や
技
術
を
生

み
出
す
ま
で
に
は
、
地
道
に
研
究

に
没
頭
す
る
こ
と
も
必
要
。
で
も
、

形
が
見
え
て
き
て
、
そ
れ
が
世
の

中
に
貢
献
で
き
そ
う
だ
と
思
っ
た

ら
、
思
い
切
っ
て
人
に
話
し
て
み

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
で

思
う
よ
り
も
研
究
成
果
を
他
人
が

評
価
し
て
く
れ
た
り
、
思
い
を
話

す
こ
と
で
ど
ん
ど
ん
味
方
が
増
え

て
い
き
ま
す
。
う
ま
く
い
か
な
い

場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
必

要
で
す
が
、
研
究
と
同
じ
く
ト
ラ

イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
す
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
思
考
も
大
切
で
す
。

私

野
に
入
れ
つ
つ
、現
在
は
創
薬
支
援

ツ
ー
ル
の
事
業
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
。

「
当
社
の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
こ
と

で
、
約
２
０
０
億
円
と
い
わ
れ
る
創

薬
の
開
発
費
を
大
幅
に
削
減
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

薬
の
低
価
格
化
に
つ
な
が
り
、
貧
困

地
域
を
含
め
た
世
界
の
様
々
な
地
域

の
患
者
さ
ん
の
病
気
を
治
す
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
」（
末
田
氏
）

「
日
本
の
大
学
や
企
業
、病
院
に
は
優

秀
な
研
究
者
が
大
勢
い
ま
す
。そ
う
い

う
方
々
が
自
由
に
研
究
で
き
る
よ
う

な
、安
価
な
ｉ
Ｐ
Ｓ
由
来
の
心
筋
細
胞

を
安
定
し
て
提
供
で
き
る
社
会
イ
ン
フ

ラ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。人
の
命
を
救

う
た
め
に
日
夜
努
力
を
し
て
い
る
医
師

や
研
究
者
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
、患
者
さ
ん
に
そ
の
研
究
成
果
や
思

い
が
届
く
よ
う
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」。（
牧
田
氏
）

●事業内容
iPS細胞由来の心筋細胞による
心毒性（心臓への副作用）検査システムの開発

これから創業を目指す方へ

message

スクリーニング用心筋組織

株式会社 マイオリッジ京都大学〉〉〉

iPS由来の心筋細胞が
医療や創薬の世界を変える

ア
カ
デ
ミ
ア
で
の
研
究
を

社
会
に
役
立
て
た
い

創
業
の
経
緯

プ
ロ
テ
イ
ン
フ
リ
ー
で

安
全
、安
定
、安
価
を
実
現

事
業
の
特
徴

大
量
に
生
産
し
安
定
供
給
す
る

技
術
を
繰
り
返
し
再
現

事
業
に
お
け
る
課
題
と
克
服

事
業
計
画
書
を

緻
密
に
練
り
上
げ
ら
れ
た

融
資
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

研
究
者
を
支
援
す
る

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
目
指
す

今
後
の
展
望

京大物質―細胞統合システム拠点で南一成博士が
iPS由来の心筋細胞の開発に成功

南一成氏が、牧田直大
氏、末田伸一氏に事業
計画を話す

５月

京都大学との特許ライ
センス契約を締結

11 月

NEDO「起業家候補（ス
タートアップイノベー
ター）募集（研究開発
型ベンチャー支援事業
の実施）」に採択

2017 年１月

株式会社 マイオリッジ
設立

８月

株式会社リバネス主催
「TECHPLANTER第3
回バイオテックグランプ
リ」で最優秀賞を受賞

９月

南一成氏が研究成果を
事業化するため、創業
を決意

2016 年１月

ラボに設備導入完了、
生産開始

３月
三菱UFJ技術育成財団
「平成28年度第２回研
究開発助成金」に採択

２月

生産開発科学研究所に
ラボを立ち上げ

12 月

日本公庫の創業融資
1,000万円を利用

2017 年１月

INNOVATORS

INNOVATORS【大学発ベンチャー創業事例集】

歴



成
功
す
る
自
信
で
は
な
く

成
長
す
る
自
信
を
持
と
う

● Time Line ●
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          DNAデータを有効活用し、
人々のQOL向上を目指す！
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●

●

●

●
●

●

●

●
●

本蔵 俊彦氏 
♦株式会社
　クオンタム
　バイオシステムズ
　代表取締役社長

量子力学的なアプローチでDNA
解析を行うシークエンサーは様々
な企業から注目されている

国籍、専門領域など、多様性のあるメンバーで構成されたシリコンバレーのR&Dチーム

●

グローバルに様々な企業がしのぎを削るゲノム解析
その主戦場にオフィスを構えるベンチャー企業の戦略とは

Company Info
株式会社 クオンタムバイオシステムズ
所在地：大阪市淀川区／創業年月：2013年１月　◎URL：http://www.quantumbiosystems.com

ト
の
染
色
体
に
あ
る
約
30

億
の
塩
基
配
列
を
解
読
す

る
た
め
に
不
可
欠
な
装
置
が
、Ｄ
Ｎ
Ａ

シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
。
そ
の
開
発
を
す

る
た
め
に
、
日
米
両
国
に
オ
フ
ィ
ス

と
ラ
ボ
を
構
え
る
の
が
、
株
式
会
社

ク
オ
ン
タ
ム
バ
イ
オ
シ
ス
テ
ム
ズ
だ
。

　
創
業
者
で
あ
る
本
蔵
俊
彦
社
長
は
、

東
京
大
学
大
学
院
で
情
報
理
工
学
研

究
科
特
任
助
手
と
し
て
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム

解
析
に
従
事
。そ
の
後
、証
券
会
社
や

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、投
資
フ
ァ

ン
ド
な
ど
、多
彩
な
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
。

「
こ
の
時
代
な
ら
で
は
の
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
仕
事
が
し
た
く
て
ゲ
ノ
ム
解

析
を
研
究
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
可
能
性

も
感
じ
て
、ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
へ
。

し
か
し
、
テ
ー
マ
は
常
に
ヘ
ル
ス
ケ
ア

や
バ
イ
オ
に
こ
だ
わ
り
続
け
ま
し
た
」

　
あ
る
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
の
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
で
、
大
阪
大
学
の
川
合
知
二
・

谷
口
正
輝
両
教
授
の
研
究
「
１
分
子

計
測
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
シ
ー
ク
エ
ン

サ
ー
」
を
知
り
、
衝
撃
を
受
け
る
。

「
そ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
か
ら
事
業
立

ち
上
げ
の
勘
所
を
つ
か
ん
だ
時
期
と
、

革
新
的
な
研
究
と
の
出
会
い
。
い
ろ

ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
っ
て
、
一

歩
踏
み
出
す
勇
気
が
出
ま
し
た
」

　
同
社
の
技
術
の
特
徴
は
、
生
化
学

と
は
無
縁
と
思
わ
れ
る
量
子
力
学
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
解
析
を
行
う
こ
と
。

技
術
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
他
社

で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
も
の
だ
。

「
私
た
ち
が
開
発
し
て
い
る
の
は「
ト

ン
ネ
ル
電
流
」測
定
原
理
に
基
づ
い
た

解
析
技
術
で
す
。現
在
行
わ
れ
て
い
る

蛍
光
試
薬
に
よ
る
ラ
ベ
ル
化
や
増
幅

な
ど
の
前
処
理
が
不
要
で
、量
産
が
可

能
な
微
細
半
導
体
チ
ッ
プ
を
使
う
た

め
、大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
小
型
化
、

ス
ピ
ー
ド
化
が
可
能
と
な
り
ま
す
」

　
日
本
が
得
意
と
す
る
半
導
体
技
術

を
活
用
し
な
が
ら
、シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

で
Ｄ
Ｎ
Ａ
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
開
発
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
達
と
共
に
研
究
開
発

に
励
ん
で
い
る
。

　
本
蔵
社
長
は
、
事
業
の
課
題
は
二

つ
あ
る
と
語
る
。

「
ま
ず
は
技
術
的
課
題
。
大
学
で
の
研

究
成
果
を
事
業
と
し
て
確
立
す
る
に

は
、
製
品
を
量
産
化
、
均
質
化
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
組
織
の

課
題
。
グ
ロ
ー
バ
ル
で
競
合
企
業
に

打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
よ
り
早
く
製

品
化
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
優

秀
な
人
材
を
雇
用
す
る
た
め
に
、
ゲ

ノ
ム
研
究
の
知
が
集
積
し
て
い
る
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
ラ
ボ
を
設
立
し
ま

し
た
」

　
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
国
籍
だ
け
で

な
く
、
専
門
領
域
や
世
代
も
様
々
。

多
種
多
様
の
人
材
に
方
向
性
を
明
示

し
、
事
業
を
推
進
す
る
。

「
多
様
性
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
に

は
、
シ
ン
プ
ル
か
つ
透
明
性
の
あ
る

考
え
方
が
必
要
。
常
に
情
報
を
シ
ェ

ア
し
て
、
全
員
で
成
長
で
き
る
環
境

を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
当
研
究
と
出
会

い
、
そ
の
3
カ
月
後
に
は
会
社
設
立
。

種
々
の
交
渉
を
前
倒
し
、
迅
速
に
手
続

き
を
進
め
て
創
業
を
果
た
し
た
。
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
出
資
が
決
ま
る

前
に
、
大
阪
大
学
と
の
知
財
の
使
用
許

諾
契
約
、
法
務
関
連
の
費
用
な
ど
、
ま

と
ま
っ
た
資
金
が
必
要
だ
っ
た
。

「
大
き
な
資
金
調
達
を
す
る
前
の
つ
な

ぎ
と
し
て
、日
本
公
庫
の
資
本
性
ロ
ー

ン
を
活
用
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ

タ
ル
と
の
交
渉
に
も
余
裕
を
も
っ
て

臨
み
ま
し
た
。
日
本
公
庫
か
ら
融
資

を
受
け
た
信
頼
性
に
加
え
、
資
本
性

資
金
の
特
徴
も
奏
功
し
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
資
本
性
ロ
ー
ン
は
、
創
業

メ
ン
バ
ー
が
取
っ
た
リ
ス
ク
に
見
合

う
リ
タ
ー
ン
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
株

リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
来
て
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
尊
敬
す
る

文
化
」
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。

創
業
と
は
、
だ
れ
に
と
っ
て
も
勇

気
の
い
る
こ
と
。
日
本
で
は
、
ま

だ
リ
ス
ク
ば
か
り
が
気
に
な
り
、

大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
懐
疑
的
な

風
潮
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め

に
は
自
信
を
持
つ
こ
と
。
そ
れ
は
、

成
功
す
る
自
信
で
は
な
く
て
、
成

長
で
き
る
自
信
で
す
。
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
な
条
件
で
創
業
で
き
る
人
な

ど
い
な
い
し
、
条
件
が
完
全
に
揃

う
ま
で
待
っ
て
い
た
ら
、
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
創
業
な
ど
で
き
ま
せ

ん
。　日

本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
も
、

徐
々
に
進
化
し
て
い
ま
す
。
大
学

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
支
援
す
る
仕
組

み
や
制
度
も
充
実
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
、
ぜ
ひ

自
信
を
も
っ
て
新
し
い
世
界
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

シ

式
の
希
薄
化
を
防
ぐ
面
で
も
有
効
で

し
た
」

　
同
社
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー

が
製
品
化
さ
れ
る
と
、
幅
広
い
分
野

の
事
業
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

「
生
き
る
も
の
す
べ
て
に
遺
伝
子
が
存

在
し
ま
す
。つ
ま
り
、そ
の
す
べ
て
が

Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
の
対
象
と
な
り
ま
す
。創

薬
だ
け
で
な
く
、個
別
化
医
療
や
予
防

医
療
、Ｉ
Ｔ
、農
業
や
食
品
、バ
イ
オ
テ

ロ
や
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
惑
星
で
の
生
命
体

探
索
な
ど
、幅
広
い
分
野
と
接
点
が
あ

り
ま
す
。私
た
ち
の
事
業
が
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

人
々
の
生
活
や
社
会
に
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」。

●事業内容
量子力学を基盤とした
革新的なDNAシークエンサーの開発

株式会社 クオンタムバイオシステムズ大阪大学〉〉〉

これから創業を目指す方へ

message

ライフサイエンスを変える
革新的なＤＮＡシークエンサー

研
究
者
か
ら
転
身

ゲ
ノ
ム
解
析
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
社
長
に

創
業
の
経
緯

半
導
体
を
活
用
す
る

革
新
的
D
N
A
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー

事
業
の
特
徴

技
術
と
組
織

二
つ
の
課
題
を
克
服

事
業
の
課
題
と
克
服

資
本
性
ロ
ー
ン
が

資
金
調
達
の
呼
び
水
に

融
資
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

様
々
な
分
野
で

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が

今
後
の
展
望

2012 年 10 月大阪大学の
川合・谷口両教授の研究に出会う

株式会社 クオンタムバ
イオシステムズ設立

2013 年１月

Quantum Biosystems 
USAを設立

６月

日本公庫の資本性ロー
ン600万円を利用

３月

シードラウンドにおい
て総額１億3,000万円
を調達

NEDO補 助 金、FIRST
助成金など開始

大阪大学と共同研究契
約を締結

４月

家族や周囲の人たちに
創業することを説明

11 月末

シリーズB投資ラウン
ドにおいて総額24億
円を調達

2015 年２月

大阪大学産業科学研究
所内にラボ設置

シリーズA投資ラウン
ド に お い て 総 額 ４ 億
5,000万円を調達

４月

INNOVATORS

東京事務所設立

2014 年３月

教授らと事業計画を固
める

2012 年 11 月

会社を辞めて、創業準
備開始

会社設立前に、日本公
庫で融資相談

12 月

微細半導体チップ

シークエンサーのプロトタイプ

INNOVATORS【大学発ベンチャー創業事例集】
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小池 淳一氏 
取締役兼CTO

（東北大学 教授）

小池 美穂氏 
代表取締役社長

迷
い
が
生
じ
た
時
は

創
業
時
の「
志
」に
戻
る

● Time Line ●

♦株式会社 マテリアル・コンセプト

      世界一の銅ペースト企業に
なって、東北を元気にする！

VISION

04

「太陽電池の素材・ケイ素に拡散し発電
効率が低下」「さびやすい」など実用化
不可能と言われていた銅ペースト。独自
技術でブレイクスルーした

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

銅ペーストの開発に携わった
メンバーと小池教授

東北の被災地への思いから創業したベンチャー企業は
東北発イノベーション創出の起爆剤を目指す

株式会社 マテリアル・コンセプト東北大学〉〉〉

Company Info
株式会社 マテリアル・コンセプト
所在地：宮城県仙台市／創業年月：2013年４月　◎URL：http://www.mat-concept.com/

陽
電
池
や
電
子
部
品
に
使

わ
れ
る
「
銅
ペ
ー
ス
ト
」

の
技
術
を
も
と
に
、
２
０
１
３
年
に

設
立
さ
れ
た
の
が
株
式
会
社
マ
テ
リ

ア
ル
・
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。

「
当
社
の
強
み
は
、
金
属
、
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
、
半
導
体
や
こ
れ
ら
の
分
野
に

お
け
る
材
料
の
設
計
能
力
。
そ
し
て
、

東
北
大
学
と
の
産
学
連
携
に
よ
る
学

術
的
な
知
見
、
高
度
な
分
析
装
備
や

手
法
・
ノ
ウ
ハ
ウ
で
す
」
と
語
る
の

は
小
池
美
穂
社
長
。
政
府
系
機
関
で

大
学
の
技
術
を
事
業
化
す
る
科
学
技

術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
役
員
の
キ
ャ
リ
ア
を
も
つ
。

　
同
社
の
Ｃ
Ｔ
Ｏ
で
あ
る
東
北
大
学

の
小
池
淳
一
教
授
が
２
０
０
４
年
に

発
表
し
た
「
銅
合
金
を
用
い
た
先
端

Ｌ
Ｓ
Ｉ
多
層
配
線
」
は
、
先
端
半
導

体
チ
ッ
プ
に
採
用
さ
れ
、
多
数
の
企

業
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

知
見
を
応
用
し
、
太
陽
電
池
の
配
線

用
の
銅
ペ
ー
ス
ト
と
銅
が
シ
リ
コ
ン

基
板
に
拡
散
す
る
の
を
防
ぐ
バ
リ
ア

層
（
多
機
能
界
面
層
）
の
量
産
化
技

術
を
確
立
し
た
。
従
来
採
用
さ
れ
て

い
た
銀
ペ
ー
ス
ト
と
ほ
ぼ
同
等
の
導

電
性
を
も
ち
、
原
料
コ
ス
ト
は
１
０

０
分
の
１
に
抑
え
ら
れ
る
。

　
創
業
の
動
機
は
、
２
０
１
１
年
３

月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

だ
っ
た
。
小
池
教
授
は
、
震
災
直
後

に
宮
城
県
の
沿
岸
部
を
訪
れ
、
津
波

被
害
の
爪
痕
が
残
る
、
壮
絶
な
光
景

を
目
の
当
た
り
に
す
る
。

「
圧
倒
的
な
悲
嘆
と
無
力
感
の
間
に
揺

れ
な
が
ら
、一
人
の
人
間
、工
学
者
と

し
て
、被
災
地
の
た
め
に
何
が
で
き
る

の
か
を
問
い
続
け
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

私
自
身
が
続
け
て
き
た
研
究
を
真
摯

に
続
け
、そ
れ
を
事
業
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
被
災
地
に
新
た
な
産
業
と
雇

用
を
創
出
し
、被
災
地
の
復
興
・
発
展

に
寄
与
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
」

　
震
災
直
後
と
比
べ
る
と
、
国
内
の

太
陽
発
電
シ
ス
テ
ム
の
需
要
は
減
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
同
社
は
銅
ペ
ー

ス
ト
／
バ
リ
ア
を
活
用
し
た
、
通
信

デ
バ
イ
ス
や
セ
ン
サ
ー
な
ど
電
子
部

品
の
開
発
事
業
も
展
開
し
て
い
る
。

「
材
料
設
計
は
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
性
質
や
耐
用
ス

ペ
ッ
ク
が
変
わ
り
ま
す
。
早
期
か
ら

最
終
製
品
の
情
報
が
開
示
さ
れ
れ
ば
、

開
発
期
間
や
コ
ス
ト
も
低
減
で
き
る
。

最
近
で
は
、
情
報
共
有
が
可
能
な
企

業
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
む
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」

　
製
品
化
の
過
程
で
は
、
日
々
新
し
い

課
題
が
生
ま
れ
る
。
小
池
教
授
は
、
長

年
蓄
積
し
た
知
識
と
技
術
に
よ
っ
て

そ
れ
ら
を
解
決
す
る
。
そ
の
一
方
で
、

小
池
社
長
は
、
研
究
開
発
の
た
め
の
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
、
情
報
や

人
材
、
資
金
な
ど
の
開
発
リ
ソ
ー
ス
を

得
る
た
め
に
奔
走
し
て
い
る
。

「
創
業
当
初
、
日
本
公
庫
の
国
民
生
活

事
業
よ
り
融
資
を
受
け
ま
し
た
。
担

当
の
方
が
、
私
た
ち
の
東
北
復
興
や

地
域
活
性
化
へ
の
思
い
に
共
感
し
、

迅
速
に
動
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
資
金
で
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を

作
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
後
大
き
く
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
デ
ュ
ー

デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
で
は
、事
業
の
実
現
可

能
性
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
。

「
す
ぐ
に
開
発
が
ス
タ
ー
ト
で
き
る
環

境
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
投
資
判
断

に
お
け
る
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
。
実

際
に
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
見
て
い
た

だ
い
た
こ
と
で
、
当
社
に
対
す
る
評

価
も
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
」

　
同
社
は
、
さ
ら
に
２
０
１
６
年
12

月
に
も
日
本
公
庫
の
中
小
企
業
事
業

か
ら
資
本
性
ロ
ー
ン
で
融
資
を
受
け
、

事
業
拡
大
を
進
め
て
い
る
。

　
電
子
部
品
は
、
す
で
に
少
量
生
産

の
試
作
や
評
価
を
経
て
、
量
産
化
の

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、
知

財
の
管
理
や
戦
略
的
活
用

が
非
常
に
重
要
。
経
験
者
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
、
特
許
戦

略
を
構
築
し
ま
し
ょ
う
。
創
業
時

に
は
、
人
の
た
め
社
会
の
た
め
に

事
業
を
起
こ
す
と
い
う
、
い
い
意

味
で
の
「
高
邁
な
気
持
ち
」
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
事
業
が
走
り

出
す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル

や
課
題
、
想
定
外
な
提
案
な
ど
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が

創
業
時
の
「
志
」
に
戻
る
こ
と
が

大
事
な
の
で
す
（
小
池
教
授
）

ン
チ
ャ
ー
に
必
要
な
の
は
、

何
が
あ
っ
て
も
く
じ
け
な

い
強
い
気
持
ち
。
同
等
に
強
い
気

持
ち
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
人

と
組
め
ば
、
成
功
率
は
よ
り
高
ま

り
ま
す
。「
出
産
の
苦
し
み
は
や
が

て
忘
れ
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
「
生
み
の
苦
し
み
」

も
同
様
。
苦
し
み
の
中
に
喜
び
や

面
白
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
（
小
池
社
長
）

大ベ

フ
ェ
ー
ズ
に
入
る
と
こ
ろ
だ
。
国
内

で
拡
販
す
る
と
同
時
に
、
海
外
展
開

も
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
さ
ら
に
次
世
代
高
効
率
太
陽
電
池

向
け
の
電
池
電
極
を
開
発
中
で
あ
り
、

２
０
１
８
年
度
か
ら
量
産
を
開
始
す

る
予
定
。
そ
の
た
め
に
、
現
在
は
装

置
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
、
サ
ン
プ
ル

の
出
荷
や
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

　
ど
ち
ら
の
事
業
も
海
外
展
開
は
必

至
な
の
で
、
他
企
業
と
の
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
も
課
題
の
一
つ
と
な
る
。

「
当
社
は
東
北
の
復
興
や
雇
用
創
出
、

東
北
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
な
ど

の
志
を
も
っ
て
創
業
し
ま
し
た
。
企

業
は
事
業
を
成
長
拡
大
さ
せ
る
こ
と

が
使
命
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
東
北

へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。Ｉ
Ｐ
Ｏ
も
視
野
に
入

れ
、
世
界
一
の
銅
ペ
ー
ス
ト
の
企
業

に
な
る
の
が
目
標
で
す
」。

●事業内容
太陽電池、電子機器の配線・電極を形成する
銅ペースト／バリアの開発・製造

これから創業を目指す方へ

message

銅ペーストの状態を検証中

銅ペーストを成形中

Ag→Cu
エネルギーに変革を起こす

東
日
本
大
震
災
が

す
べ
て
の
は
じ
ま
り
だ
っ
た

創
業
の
経
緯

蓄
積
し
た
知
見
か
ら

銅
ペ
ー
ス
ト
の
技
術
開
発
に
成
功

事
業
の
特
徴

情
報
共
有
で
き
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
働
す
る

事
業
の
課
題
と
克
服

開
発
環
境
を
整
え

大
型
の
資
金
調
達
に
成
功

融
資
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
経
て

海
外
展
開
へ

今
後
の
展
望

東日本大震災後、東北を製造業の拠点にすべく、
小池教授が銅ペースの研究開発を開始

文部科学省大学発新産
業創出拠点プロジェク
ト（START）に採択
▶要素技術確立

2012 年５月

PV EXPO2013 第６回国
際太陽電池展に出展。国
内外で大きな反響を呼ぶ

2013 年２月

ダイムラー社・日本財
団からの奨学金にて東
北大学から特許を取得

８月

NEDOイノベーション
実用化ベンチャー支援
事業採択
▶スケールアップ技術
確立

５月

シリーズB投資ラウン
ドにおいて、総額３億
5,000万円を調達

11 月

株式会社マテリアル・
コンセプト設立

４月

シリーズA投資ラウン
ドにおいて、総額３億
円を調達

2014 年２月 日 本 公 庫 の 創 業 融 資
500万円を利用

11 月

日本公庫の資本性ロー
ン１億円を利用

12 月

NEDO国際エネルギー
消費効率化等技術・シ
ステム実証事業に採択
▶同 年10月、委 託 事
業が補助事業へ変更と
なり３億円を負担でき
ず断念

2015 年３月

INNOVATORS

INNOVATORS【大学発ベンチャー創業事例集】
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全国152支店のネットワークで
ベンチャー企業をバックアップ

事業資金相談ダイヤル

0120-154-505
（行こうよ！ 公 庫）

平成29年3月

国民生活事業

日本公庫 検索

ht tps: / / w w w. jf c.go. jp /

● 事業資金に関するお問い合せは、事業資金相談ダイヤル（フリーダイヤル）
　 0120-154-505 または、最寄りの支店までお願いします。

行こうよ！　公庫

革新に挑む大学発ベンチャー
その挑戦は、私たちの未来を大きく変える

No 30 Foundation E x ample
創業事例集

日本政策金融公庫 国民生活事業では、全国 152 支店のネットワー
クを活かし、全国 ６ヵ所（札幌、仙台、東京、名古屋、大阪、福岡）
に設置している「ビジネスサポートプラザ」および全支店に設置し
ている「創業サポートデスク」において、ベンチャー企業の皆さま
からのご相談をお受けしております。

来たれ、未来への挑戦者

INNOVATORS

国民生活事業

革新に挑む大学発ベンチャー
その挑戦は、
私たちの未来を大きく変える
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